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粘弾性の棒、梁および板を伝播する応力波(
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! ! ! ! ! ! !粘弾性体の棒の中を伝播する縦波と粘弾性梁中を伝播する曲げ波について、

貯蔵弾性率および損失係数と複素波数（実波数と減衰定数）の関係を陽的

に表す公式を導出した。棒中の縦波の複素波数は文献データで検証した。

曲げ波の複素波数は梁試験片の中央加振試験から得られる周波数応答関数

"#$%&'&()*を用いて検証した。伝播方向単位長さあたりの減衰度合いを表す

減衰定数は制振性の指標として有用である。減衰定数は特定の損失係数に

対して最大値をとる。これらの損失係数の値は縦波で√ +,! 曲げ波で

-./"012√0*! 3+4567 である。複素波数公式は粘弾性棒の音響インピーダン

スとサンドイッチ板の制振性の評価にも適用できる。 !
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１．はじめに!

粘弾性体中での応力波の伝播と減衰は古くから研究

されているが、制振分野では波の伝播と減衰は関心の

対 象 で は な か っ た 。 こ れ ま で #$%&'! ()$*&+,)+!

$-.,,/-.!01-2#(345を用いた材料の衝撃試験分野では

6 要素一般化 7189.%% モデルに対する複素波数の公式

が用いられてきた。:;<":=<しかし、多数の緩和モード

を持つ一般の粘弾性体に関する複素波数の公式は知ら

れていなかった。とくに大きな損失係数を持つゴム状

材料、ゲル、プラスチックフィルムを考える場合には、

大きな損失係数を扱う必要がある。本論文では、粘弾

性モデルによらず"; 程度以上の大きな損失係数にも適

用できるような複素波数（実波数と減衰定数）の公式

を示す。!

=>!細長い粘弾性棒中での波の伝播!

=>;!基礎方程式!

図;における１次元の波動は以下のように

表せる。!

運動方程式?!
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こ こ で "! @ は 材 料 の 変 位 :A<B!

 xYtx ,,,,  !はそれぞれ、位置:A<"時間

:,<"!振動数:-1CD,<"!および変位振幅:A<。!

 xt,, !はそれぞれ密度  3mkg !と引っ張

り応力:31<>!

引っ張り応力?!




